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好塩基球細胞の活性化を表面プラズモン共

鳴(SPR)測定[1][2]により観察することで、アレ

ルギー検査を行うことができる。我々は極微量

の血液（1ml）から検査可能なチップの研究開

発を行っている[1][2][3]。このチップではマイ

クロ流路中で白血球細胞から好塩基球細胞を

分離する。Fig.1 は細胞分離チップのイメージ

である。サンプル中の好塩基球細胞を除く白血

球細胞に抗原抗体反応により磁気ビーズを修

飾する。流路中に磁場をかけることで、磁気ビ

ーズを修飾された細胞に磁力が働き細胞が流

路中にとどまる。好塩基球細胞は磁場の影響を

受けないので SPR 測定用センサー面まで到達

する。以上のように、好塩基球細胞を分離し、

同一チップ内で細胞の SPR 測定を行う。 
本発表ではチップの細胞分離性能について

流路長との関係について報告する。チップとし

て異なる流路長のものを作製した。Fig.2 は作

製チップの一例である。流路上部には磁力の効

果を高めるために磁性粒子を配置している。 
細胞流動実験の結果をインプット溶液に対

するアウトプット溶液の細胞濃度比を用いて

評価した。Fig.3 に細胞濃度比と流路長の関係

を示す。 
 

 
Fig.1 細胞分離チップのイメージ 

 

 
 

Fig.2 磁性粒子流路チップ 
 

 
Fig.3 インプット溶液に対するアウトプット

溶液の細胞濃度比と流路長の関係 
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